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で
あ
り
、
必
ず
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
い
う
言
葉
は
松
岡
洋
右
に
よ
っ
て
述
べ

ら
れ
た
と
い
え
、
言
論
界
や
マ
ス
コ
ミ
を

通
じ
世
論
と
も
な
っ
た
も
の
で
す
。
日
本

が
戦
争
に
突
き
進
ん
で
い
っ
た
の
に
は
、

言
論
界
や
マ
ス
コ
ミ
に
も
、
さ
ら
に
は
国

民
に
も
戦
争
を
煽
っ
た
責
任
が
あ
る
の
で

あ
っ
て
、
軍
部
だ
け
に
責
任
を
負
わ
せ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

注
1
：
1
9
4
8
年
4
月
に
東
京
裁
判
が
結
審
し

た
後
、
豊
田
副
武
元
海
軍
大
将
と
田
村
浩
元
陸
軍
中

将
と
に
対
し
行
っ
た
軍
事
裁
判

注
2
：『
国
家
安
全
保
障
の
諸
問
題
』
ｐ
91

注
3
：
共
同
謀
議
：
連
合
国
は
満
洲
事
変
以
降
の
日

本
の
軍
事
行
動
に
関
わ
っ
た
軍
人
及
び
政
治
指
導
者

を
「
平
和
に
対
す
る
罪
」
の
共
同
謀
議
で
ひ
と
く
く

り
に
し
て
裁
判
し
た
。「
共
同
謀
議
」
と
は
英
米
法

特
有
の
概
念
で
あ
り
、
二
人
以
上
の
違
法
な
意
思
に

よ
り
犯
罪
が
成
立
す
る
が
、
た
と
え
見
知
ら
ぬ
者
同

士
で
あ
っ
て
も
合
意
形
成
に
参
加
し
た
事
実
が
あ
れ

ば
適
用
さ
れ
る
概
念
と
さ
れ
て
い
る
。

注
4
：
三
分
類
と
は
「
極
東
軍
事
裁
判
条
例
」
第
六

条
A
項
「
平
和
に
対
す
る
罪
」
及
び
B
項
「
交
戦
法

規
違
反
行
為
」
に
基
づ
き
第
一
類
と
し
て
「
平
和
に

対
す
る
罪
」
を
、同
六
条
C
項
「
人
道
に
対
す
る
罪
」

は
ド
イ
ツ
の
ユ
ダ
ヤ
人
殺
害
の
よ
う
な
事
案
が
無
い

の
で
適
用
さ
れ
ず
に
第
二
類
と
し
て
「
殺
人
」
を
、

そ
し
て
第
三
類
と
し
て
「
通
例
の
戦
争
犯
罪
」
を
い

う
。

注
5
：『
東
京
裁
判
を
読
む
』
ｐ
43

注
6
：『
東
京
裁
判
日
本
の
弁
明
』
ｐ
23

注
7
：『
A
級
戦
犯
』
第
4
章 

昭
和
天
皇
を
め
ぐ
る

攻
防　

平
塚
柾
緒　
ｐ
1
1
2

注
8
：『
A
級
戦
犯
』
第
5
章
判
決
と
処
刑　

山
崎

遊 

ｐ
1
2
4
、『
秘
録　

東
京
裁
判
』
ｐ
1
8
8

注
9
：『
A
級
戦
犯
』
第
3
章
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
法
廷

の
攻
防 

ｐ
98

注
10
：『
東
京
裁
判
を
読
む
』
ｐ
2
2
1

注
11
：「
モ
ス
コ
ー
会
議
」
と
は
モ
ス
ク
ワ
で
開
か

れ
た
米
英
ソ
三
か
国
外
相
会
議
の
こ
と
で
あ
り
、
こ

の
場
で
日
本
の
占
領
政
策
を
決
め
る
最
高
意
思
決
定

機
関
の
極
東
委
員
会
設
置
が
決
め
ら
れ
た
。
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都
人
も
す
な
る
寺
社
参
り
を
乳
母
も
せ

む
と
て
か
ち
よ
り
詣
け
り

　

暑あ
つ
け気

の
頃
、
猫
様
に
お
仕
え
す
る
先
達

で
も
あ
り
、
北
の
大
地
か
ら
寄
席
を
楽
し

み
に
時
折
り
上
京
す
る
友
と
待
ち
合
わ

せ
、
招
き
猫
縁
起
で
名
高
い
今
戸
神
社
を

参
拝
し
て
参
り
ま
し
た
。

今
戸
神
社

　

所
在
地
：
〒
111-

0024　

東
京
都
台
東
区
今

戸
1

−

5

−

22

〇　

御
由
緒

　

後
冷
泉
天
皇
の
御
世
、
康
平
6
（
1 

0

6 

3
）
年
、
奥
羽
鎮
守
府
将
軍
伊
豫
守
の

源
頼
義
・
義
家
親
子
が
奥
州
の
夷
賊
安
部

貞
任
・
宗
任
の
討
伐
の
折
、
鎌
倉
の
鶴
ヶ

岡
と
浅
草
今
之
津
（
現
在
の
今
戸
）
に
京

都
の
石
清
水
八
幡
を
勧
請
し
た
の
が
今
戸

八
幡
と
し
て
の
始
ま
り
に
ご
ざ
い
ま
す
。

白
河
天
皇
御
世
の
永
保
元
（
1
0
8
1
）

年
に
は
、
謀
反
を
起
こ
し
た
清
原
武
衡
・

家
衡
討
伐
の
た
め
に
今
之
津
を
通
過
す
る

源
義
家
が
戦
勝
を
祈
願
し
た
と
も
伝
え
ら

れ
ま
す
。
昭
和
12
（
1
9
3
7
）
年
7
月

に
は
隣
地
に
鎮
座
さ
れ
て
い
た
白
山
神
社

と
合
祀
さ
れ
、
今
戸
神
社
と
改
称
さ
れ
ま

楓
之
典
君
乳
母
草
子
外
伝

　
猫
様
詣
─
今
戸
神
社
─

中
條　

恵
子　
陸
自
85
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し
た
。

　

創
建
以
来
戦
乱
兵
火
に
度
々
み
ま
わ
れ
、

大
正
12
（
1
9
2
3
）
年
9
月
の
関
東
大

震
災
、
昭
和
20
（
1
9
4
5
）
年
3
月
の

東
京
大
空
襲
に
も
…
現
在
の
社
殿
は
、
被

災
・
再
建
の
歴
史
を
経
て
、
昭
和
46
（
1 

9
7
1
）
年
に
造
営
さ
れ
た
も
の
で
す
。

◯　

御
祭
神

　
　

應
神
天
皇

　
　

伊
弉
諾
尊
・
伊
弉
冉
尊

　
　

福
禄
寿

　

應
神
天
皇
は
武
運
長
久
と
慈
愛
を
こ
め

て
子
を
育
て
る
大
愛
を
御
神
徳
と
し
て
お

ら
れ
ま
す
。
八
幡
信
仰
は
、
武
運
長
久
の

霊
験
が
一
般
的
で
す
が
、
一
方
で
、
母
が

子
を
抱
き
か
か
え
慈
愛
を
こ
め
て
子
を
育

て
る
大
愛
も
本
願
と
し
て
い
る
の
で
す
。

　

合
祀
さ
れ
た
白
山
神
社
の
御
祭
神
で
あ

る
伊
弉
諾
・
伊
弉
冉
の
二
柱
の
神
は
、
天

神
の
命
を
受
け
て
日
本
の
国
土
を
創
成

し
、
諸
神
を
産
み
、
山
海
や
草
木
を
生
し

た
と
い
わ
れ
る
男
女
の
神
で
す
。
古
く
か

ら
産
霊
の
神
、
縁
を
結
び
生
産
の
基
盤
を

固
め
る
神
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

七
福
神
の
一
神 

、
福
禄
寿
は
白
髪
童
顔

の
温
和
な
容
姿
で
年
齢
は
数
千
年
と
い
わ

れ
、
福
と
禄
と
寿
と
の
三
つ
の
福
徳
を
授

け
る
福
の
神
で
す
。
昭
和
12
年
か
ら
16
年

頃
ま
で
七
福
神
巡
拝
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
戦
時
下
に
一
時
中
止
さ
れ
、
昭
和

52
年
に
復
活
し
て
い
ま
す
。
浅
草
は
江
戸

文
化
発
祥
の
地
、
七
福
神
巡
り
が
流
行
し

た
の
は
江
戸
時
代
か
ら
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

◯　

丸
〆
猫
と
招
き
猫

　

今
戸
神
社
は
、
招
き
猫
発
祥
の
地
の
一

つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
地
誌
な
ど
に
残
る
丸
〆
猫

の
話
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
浅
草
花
川

戸
に
住
む
老
婆
が
よ
ん
ど
こ
ろ
な
く
飼
い

猫
を
手
放
し
ま
す
が
、
夢
枕
に
そ
の
猫
が

現
れ
て
『
己
の
姿
を
人
形
に
す
れ
ば
福
徳

を
授
か
る
』
と
告
げ
ま
す
。
そ
の
猫
の
姿

を
今
戸
焼
に
し
て
浅
草
寺
境
内
で
売
っ
た

と
こ
ろ
、
た
ち
ま
ち
大
評
判
に
な
っ
た
と

い
う
お
話
で
す
。

　

江
戸
時
代
の
地
誌
等
に
今
戸
八
幡
に
関

す
る
記
述
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
戸
焼
と

の
繋
が
り
か
ら
招
き
猫
発
祥
の
地
と
称
さ

れ
、
多
く
の
招
き
猫
が
奉
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
多
く
の
猫
好
き
が
参
拝
に

訪
れ
、
最
近
は
ア
ジ
ア
圏
を
は
じ
め
と
す

る
外
国
か
ら
の
参
拝
者
も
増
え
て
い
ま
す
。

◯　

沖
田
総
司
の
終
焉
の
地

　

さ
ほ
ど
広
く
な
い
境
内
の
一
角
に
、『
沖

田
総
司
終
焉
の
地
』
と
記
し
た
碑
が
あ
り
、

今
戸
神
社
は
、
新
選
組 

沖
田
総
司
の
終
焉

の
地
と
も
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

結
核
を
患
っ
て
い
た
沖
田
を
診
て
い
た

医
師
松
本
良
順
は
、
当
時
今
戸
神
社
を
仮

の
住
ま
い
と
し
て
お
り
、
新
撰
組
隊
士 

永

倉
新
八
が
「
沖
田
は
松
本
宅
で
死
亡
」
と

書
き
残
し
て
い
ま
す
。
─
現
在
で
は
、「
沖

田
総
司
は
今
戸
八
幡
神
社
に
間
借
り
し
て

い
た
松
本
良
順
に
よ
り
千
駄
ヶ
谷
の
植
木

屋
の
柴
田
平
五
郎
宅
の
納
屋
に
匿
わ
れ
て

お
り
、
同
地
で
死
亡
し
た
」
と
す
る
の
が

定
説
と
の
こ
と
─

◯　

乳
母
の
呟
き

　

猫
様
に
引
か
れ
て
お
江
戸
浅
草
ま
で
詣

で
て
み
れ
ば
…
猫
神
様
は
お
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
数
多
の
招
き
猫
を
愛
で
、
幕

末
の
士
『
沖
田
総
司
終
焉
の
地
』
の
碑
も

拝
見
で
き
ま
し
た
。
乳
母
の
里
に
は
『
土

方
歳
三
最
期
の
地
』
が
ご
ざ
い
ま
す
。
何

か
の
ご
縁
を
感
じ
つ
つ
、
楓
之
典
君
の
待

つ
邸
を
目
指
し
て
帰
途
に
着
い
た
の
で
ご

ざ
い
ま
し
た
。




